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2016 年 4 月 1 日 

 

職員のみなさん 

 

学校法人 南山学園 

理事長 ハンス ユーゲン・マルクス 

 

理 事 長 基 本 方 針 

 

はじめに 

 

教育の課題について、第二ヴァティカン公会議はカトリック教会の考えをこう解き明か

しています。「青少年が身体的・道徳的・知的能力を調和のうちに発達させることができる

よう援助しなければならない。また彼らが、絶えざる努力を持って自分の生活を正しく生

き、勇気と忍耐をもって障害を克服しつつ、真の自由を身につけることによって、徐々に

より成熟した責任感を養うように援助しなければならない」（『キリスト教的教育に関する

宣言』１）。また、「カトリック学校は、他の学校に劣らず、若者の教養と人間形成という

目的を追求する」と確認した上で、「カトリック学校の特性は、自由と愛という福音の精神

に満たされた雰囲気を学校共同体の中に作り出すことである」（同８）、と力説しています。 

南山学園は、2016 年 4 月の法人合併により、幼稚園から大学院までを擁することとなっ

たカトリック系総合学園であり、キリスト教世界観に基づく教育を行い、人間の尊厳を尊

重かつ推進する人材の育成を目指しています。キリスト教世界観の要は、一人ひとりの人

間がまさに一個人としてかけがえのない存在であり、侵すべからざる尊厳をもつ、という

考えです。この建学の理念を端的に表現するために、南山学園の各学校はラテン語で

Hominis Dignitati、すなわち「人間の尊厳のために」という統一の教育モットーを掲げて

います。 

南山学園がカトリック系総合学園としての教育理念を達成するため、理事長として基本

的な方向性を示したものが、この理事長基本方針です。2011 年に日本の教育を取り巻く環

境変化を踏まえた、新たな理事長基本方針を打ち出しましたが、その後の環境変化はさら

に加速度を増しています。一方、南山学園自身も 2016年 4月 1日に学校法人聖園学院との

合併を行うなど大きく変化をしています。これらを踏まえ、新たな観点を加えた理事長方

針が必要であるとの考えに至りました。 
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教育を取り巻く環境の変化 

 

2005 年の私立学校法改正では、学校法人のガバナンスについて、学校法人経営の観点か

ら理事会、評議員会、監事の役割を定義するとともに、特に監事についてはその機能を強

化しました。これ以降、文部科学省は学校法人のガバナンス強化を推進しています。2014

年には中央教育審議会の大学分科会において「大学のガバナンス改革の推進について」と

題する審議内容が発表され、これに基づいて同年に「学校教育法」の改正が行われました。 

大学教育については、2012 年に文部科学省から「大学改革実行プラン」が発表され、こ

れに合わせる形で中央教育審議会から学士課程の質的転換を掲げた「大学教育の質的転換」

と題する答申が出されました。 

小学校・中学校・高等学校の学習指導要領は、「豊かな人間性」「健康・体力」「確かな学

力」を総合した力である「生きる力」の育成という理念の下、基礎的・基本的な知識・技

能の習得、思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視した改訂が行われ、2015 年

度で全ての学年に行き渡っています。 

2014年 12月には中央教育審議会から「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた

高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革」と題する答申が出されました。

これを受ける形で 2015年 1月には文部科学大臣決定の「高大接続改革プラン」が公表され、

センター試験に代わる新テストの検討、大学個別選抜方法の改革に加え、高校、大学にお

ける教育改革の施策内容とスケジュールが示されています。 

 

南山学園の基本的な方向性 

 

2011 年 4 月 1 日付の理事長基本方針では、今後の南山学園の基本的な方向性として、「国

際性の涵養」に係る取組みの充実と、「南山大学を中心とした、質の高い学園内教育連携」

「地域社会への貢献」の具現化を最重要課題としています。これらについては継続して課

題とします。その実現に向けては、上記の環境変化への対応という観点からも大学がこれ

まで以上にけん引的役割を担うこととなりますが、その他の各単位校も主体的に臨むこと

が求められることは言うまでもありません。 

今回の基本方針ではこれらに加え、継続する課題をより速く、より適切に実現させるこ

とを目的として理事会のガバナンス強化についても最重要課題に加えます。 

 

【南山学園の最重要課題】 

① 「国際性の涵養」に係る取組みの充実 

② 「質の高い学園内教育連携」の具現化 

③ 「地域社会への貢献」の具現化 

④ 理事会のガバナンス強化 



-3- 
 

 

上記①～③の実現のため、各単位校において、南山学園が世間から何を求められている

のかを、文部科学省・県関係機関の動向、ならびに南山学園の教育モットー・各単位校の

教育方針と照らし合わせながら検討してください。その検討に基づき、各単位校における

教育研究活動を点検した上で、その充実を図るものとします。また、南山大学附属小学校

および聖園各校を除く各単位校が策定した「20 年後の将来像」については、そのビジョン

の実現に向けた取組みを継続するものとします。 

上記④の実現のため、理事会が適切なガバナンスを行うことができるよう、体制強化の

ための新たな組織・制度の構築を行うものとします。 

 

各項目の詳細について、以下に述べます。 

 

① 「国際性の涵養」に係る取組みの充実 

 

南山学園の各単位校が、これからも地域はもちろん世界から高い評価・支持を獲得する

ためには、「国際性の涵養」をより強く意識した教育研究活動を行わなければなりません。

世界のどこの地に行き、どのような人と交わるにしても、他者の尊厳を認め、偏見の無い

精神で相互の理解と友情を育てることができる国際人の基礎を創ることこそ「国際性の涵

養」を説く意図であり、「人間の尊厳のために」を教育モットーとする南山学園の「キリス

ト教世界観に基づく学校教育」が目指すものだからです。 

「国際性」について、2011 年の理事長方針作成時には「東海地区の他大学でも国際性を

特色とした学部学科が設置され、小・中・高等学校でも国際性を特色とした取組みが実施

されている」との認識でしたが、この傾向はさらに強くなっており、日本の多くの学校が

「国際化」「グローバル化」を掲げています。このような状況の中、「国際性」について南

山学園が他の学校（学園）との差異化を図っていくことは必須となっています。 

日本の多くの学校が「国際化」「グローバル化」を掲げているという状況においても、南

山学園が行わなければならない、南山学園だからこそできる「国際性の涵養」を意識した

教育研究活動とは何なのかを各単位校において改めて検討し、その上ですでに取組まれて

いる国際教育・国際交流が、現在そして将来にわたって「特色あるもの」と言うにふさわ

しいかどうかの点検を行う必要があります。点検の結果、その特色がすでに色褪せている、

あるいは他の大学、小・中・高等学校の取組みと差異化できない状態であるならば、相当

の危機感をもって早急に教育研究活動の改革に乗り出す必要があります。「国際性の涵養」

という教育理念を説く意図を充分に理解し、南山学園が行わなければならない、南山学園

だからこそできる国際教育・国際交流の取組みを各単位校が責任を持って主体的に創りだ

していくことを求めます。 

1970年代当時の社会的要請に応える形で設立された南山国際高等学校・中学校は、帰国・
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外国人生徒教育という形で南山学園の国際教育の一環を担ってきましたが、一学校法人と

しての社会的な役割の観点、財政上の観点など総合的な判断の結果、2018 年度から段階的

に生徒募集を停止することとしました。日本社会における国際教育の課題の一つとして帰

国・外国人児童生徒教育の問題は依然として存在しています。南山学園においては、南山

国際高等学校・中学校のような特別な枠組みではない、「国際性の涵養」をより強く意識し

た教育研究活動を行っていくこととします。 

 

② 「質の高い学園内教育連携」の具現化 

 

前回の基本方針発表以降、南山学園には新たな変化が生じています。2016 年 4 月 1 日に

学校法人聖園学院との法人合併を行い、聖園女学院高等学校・中学校、聖園女学院附属聖

園幼稚園、聖園女学院附属聖園マリア幼稚園が加わりました。また、南山大学は名古屋キ

ャンパスと瀬戸キャンパスを統合し、「One Campus Many Skills」を掲げ、改革を進めてい

ます。すでに述べたように南山国際高等学校・中学校は 2018年度から段階的に生徒募集の

停止を行うこととしました。南山学園はその構成を大きく変えようとしており、そこには

新たな学園内教育連携が必要となっています。 

「質の高い学園内教育連携」を追究するにあたっては、就学前・初等・中等・高等教育

それぞれを終えた卒業生が、様々なフィールドで活躍し貢献する際に南山学園で学んだ成

果を充分に発揮できるかどうかが重要となります。それを可能にするものが各単位校間の

緊密な連携と相互協力であり、その中心となるのが南山大学です。しかし南山大学のみな

らず各単位校のすべてが主体的な姿勢で臨むことも必要です。連携を考える場合、一般的

には縦のつながりが考えられますが、横のつながりもあることを忘れてはいけません。例

えば、高等学校・中学校間においては、教員の見識を広げ専門性を高めるために、一定の

人数・期間による人事交流の機会を設けることに加え、教育課程（カリキュラム）を通し

て生徒の交流を行うことが必要です。また縦の連携については、特に学園内での進学とい

う観点から、小学校・各中学校間および高等学校・大学間における緊密な連携、情報交換

が必要となります。 

さらに、南山学園で学んだ成果を南山学園全体にもフィードバックさせるという観点か

ら、各学校の同窓会との連携も学園内教育連携の重要な一環です。同窓会の各学校への期

待をくみとり、また、同窓会が持つ社会との多様なネットワークを活用することで、南山

学園での教育効果をより一層広げていくことが期待できます。 

 

③ 「地域社会への貢献」の具現化 

 

南山学園は教育理念の一つとして「地域社会への奉仕」を掲げています。企業の社会的

責任が大きく取り上げられていますが、教育機関も例外ではなく、むしろ企業以上に社会
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的責任が問われる存在とも言えます。 

南山学園ではこれまでも確かな学力と豊かな人間力を身につけ、地域社会のために責任

を持ち貢献していくことができる人材の育成を実践してきましたが、日々社会からの期待、

要求に対して教育研究活動を通して説明責任を果たしていかなければなりません。すでに、

南山大学においては、実務分野との関連性の深い各学部、研究科（理工学研究科、法務研

究科、人間関係研究科教育ファシリテーション専攻など）を中心に、産学連携事業を通じ

て産業界の要望と本学の知識・技術を有機的に結びつけ、より一層高度な専門知識やスキ

ルを身に付けた人材を育成しています。さらに、南山エクステンション・カレッジでは、

これまでも生涯学習の場として多くの人々のニーズに合った学びの機会を提供しています。

その他にも、例えば、児童・生徒・学生が主体となるボランティアを始めとした奉仕活動

を挙げることができます。 

これらの活動を通して、恒常的に地域社会との教育連携に取組むことを意識し、活性化

しなければなりません。就学前・初等・中等・高等教育に応じてその連携活動の内容も様々

ではありますが、各単位校がこれまで以上に積極的に取組むことで、南山学園全体が社会

に貢献し、社会から得られる信頼を糧にして、より質の高い教育を実践することを期待し

ています。 

 

④ 理事会のガバナンス強化 

 

 「国際性の涵養」に係る取組みの充実、「質の高い学園内教育連携」「地域社会への貢献」

の具現化を行っていくためには、各単位校独自の努力だけではなく、南山学園としての取

組みが必要となります。理事会がリーダーシップを発揮し、各単位校をリードしていくだ

けでなく、各単位校の意思決定は適正か、その決定過程に問題はないか、意思決定された

ことが適切に処理されているか、各単位校においてコンプライアンス上の問題はないか、

等々のチェック機能も果たさなければなりません。 

これらを実行し、南山学園の取組みをより高いレベルのものとするためには、理事会の

ガバナンス機能をこれまで以上に強化していく必要があります。南山学園は、学園理事会、

学内理事会、常務理事会ときめ細やかな理事会運営を行うことにより、これまでも意思決

定という点に関しては一定の役割を果たしてきていると評価しています。チェック機能に

関しても、定期的な評議員会の開催に加え、監事および監査法人による会計監査、および

会計・業務監査制度による内部監査等を行ってきており、一定のチェック機能を果たして

きていると評価していますが、2014 年度に南山学園に対して行われました学校法人運営調

査委員会による運営調査の結果、「理事会において設置する各学校の進捗管理等に積極的に

関与することや、法人としての危機管理体制の強化等、理事会のガバナンス向上のために

実効性のある取組みを行うこと」との意見が付されました。これを受け、2015 年度から、

理事会と各単位校執行部との懇談会を開催し、まずは意思疎通の時間を設けることがはじ
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められています。また、危機管理体制の強化については、2015 年度から危機対応担当理事

を置き、各学校での様々な問題への対応を行っています。 

しかし、チェック機能の強化という点から、監事制度および内部監査制度の根本的な見

直しを行い、先進的で効果的な監査制度を構築することを求めます。 

 

南山学園各単位の方向性 

 

すでに述べたように、南山学園が世間から何を求められているのかを、文部科学省・県

関係機関の動向、ならびに南山学園の教育モットー・各単位校の教育方針と照らし合わせ

ながら検討するとともに、各単位校における教育研究活動を点検した上で、その充実を図

ってください。また、南山大学附属小学校および聖園各校を除く各単位校が策定した「20 年

後の将来像」については、そのビジョンの実現に向けた取組みを進め、その上で、今回こ

こに示す方向性について前向きに受け止めて取組むことを期待します。 

 

南山大学 

・ 地域に根ざしつつ、日本全国、世界に開かれた大学として、教育・研究・社会貢献

を充実させる。その具現化として、学部・学科、研究科・専攻を問わず全ての構成

員が、国際社会という大きな舞台での活躍を意識することができるための教育の仕

組みを構築する。特に南山大学が行わなければならない、南山大学だからこそでき

る国際教育・国際交流への取組みを行う。 

・ 各単位校のけん引的存在であり、財政的にも南山学園の中で大きなウエイトを占め

ていることを自覚し、学園全体を見据えた上で、事業の中長期計画策定を行う。 

 

南山高等学校・中学校（男子部・女子部） 

・ 教育の特色「国際的視野の育成」を活かす取組みとともに、恒常的な自己点検・評

価を行う。 

・ 財政基盤を強化することで、事業の中長期計画の健全化を図る。 

・ 南山大学、南山大学附属小学校との連携をはじめ、高等学校・中学校間の生徒・教

員との交流を深めることで、各単位校が特色を活かし、理解し合う環境を構築する。 

 

南山国際高等学校・中学校 

・ 最後の卒業生を送り出すまで、在校生の就学環境を損なうことのないよう、理事会

および学園内の各単位校と密接な情報共有および協議を行いながら学校運営を行う。 
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聖霊高等学校・中学校 

・ 教育の重点目標の一つである「外国語教育」を通して、生徒の国際性を磨く取組み

とともに、恒常的な自己点検・評価を行う。 

・ 財政基盤を強化することで、事業の中長期計画の健全化を図る。 

・ 南山大学、南山大学附属小学校との連携をはじめ、高等学校・中学校間の生徒・教

員との交流を深めることで、各単位校が特色を活かし、理解し合う環境を構築する。 

・ 生徒を安定して受け入れることができるよう、「選ばれる」「魅力ある」学校づくり

に努める。 

 

聖園女学院高等学校・中学校 

・ 南山学園の一員として、「人間の尊厳のために」という統一の教育モットーを充分に

理解したうえで、これまでの校訓の具現化を行う。 

・ 教育の特色である「国際教育」を通して、生徒の国際性を磨く取組みとともに、恒

常的な自己点検・評価を行う。 

 

南山大学附属小学校 

・ 学園内での進学を視野に入れた質の高い、特色のある教育を行うために、恒常的な

自己点検・評価を行い、改善を進める。 

・ 中等教育での深化が期待できる「南山大学附属小学校ならではの国際教育」を構築

するとともに、恒常的な自己点検・評価を行う。 

・ 財政基盤を強化することで、事業の中長期計画の健全化を図る。 

 

聖園女学院附属聖園幼稚園 

・ 南山学園の一員として、「人間の尊厳のために」という統一の教育モットーを充分に

理解したうえで、これまでの校訓の具現化を行う。 

・ 教育の特色である「英語指導」を通して、幼児の国際性を磨く取組みとともに、恒

常的な自己点検・評価を行う。 

 

聖園女学院附属聖園マリア幼稚園 

・ 南山学園の一員として、「人間の尊厳のために」という統一の教育モットーを充分に

理解したうえで、これまでの校訓の具現化を行う。 

・ 教育の特色のさらなる深化のため、恒常的な自己点検・評価を行う。 

 

法人事務局 

・ 理事会をサポートする部門であるとの自覚を持ち、南山学園全体の将来構想、課題

を認識した上で、その具体的な方向性の実現に向けて政策立案する機能を高める。 
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・ 南山学園全体の管理業務の中枢であるとの自覚を持ち、各単位校の管理業務のけん

引役としての機能を高めるとともに、南山学園全体への社会からの期待と責任に応

えることができるよう、絶えず自己点検・評価を行う。 

・ 理事会のガバナンス強化について、その立案・実行・点検・評価を行う。 

 

南山学園の財政基盤確立に向けて 

 

南山学園における財政運営の基本は、これまで通り、各単位が少なくとも当該単位の収

支に対する自覚を強く認識していただくことにあります。さらに、繰越消費支出超過額の

厳しい予測に対し、建学の理念の具現化を果たしつつ、教育研究活動のさらなる推進を可

能とする裏付けとして、各単位の「財政の健全化」が不可欠であることには変わりはあり

ません。 

2008 年度の経済社会の激変に伴い発生した南山学園の資産運用問題による多額の繰越消

費支出超過額をどのように改善していくかについては、理事会と法人事務局の責任におい

て検討し実施しておりますが、これは各単位校が将来計画を踏まえ、より健全な収支を維

持することが当然の前提です。各単位校が適切な幼児・児童・生徒・学生を安定的に確保

し、かつ教育研究活動への取組みに一層努力することで得られる高い社会的評価をもって

厳しい財政状況を乗り切ることができ、健全な財政基盤が確立できるものと確信しており

ます。 

 

おわりに 

 

 はじめに述べたように、南山学園は、「キリスト教世界観に基づく教育を行ない、人間の

尊厳を尊重かつ推進する人材の育成」を建学の理念としています。カトリック学校におけ

る教育はかけがえのない一人ひとりに神から固有に与えられた力を十全に引き出し、開花

させることを目指しています。そのような教育の現場では、各自の個性が最大限に尊重さ

れる一方、各自が「共通善」を推進し、快く他者と協力する姿勢が涵養されていくのです。

学園の構成員一人ひとりがこれらのことを充分に理解した上で、理事長基本方針にある課

題の解決に努める必要があります。 

南山学園が幼児・児童・生徒・学生の人格形成を推進し、確かな学力と豊かな人間力を

身につけた人材の育成を通じて社会に貢献し続けていくために、構成員一人ひとりが何を

しなければならないかを主体的に考え、互いに協力しながら、一層尽力することを期待し

ます。 

 

以 上 


